
　

基
礎
的
収
益
力
の
低
迷
が
長
期
化

す
る
と
内
部
留
保
の
蓄
積
が
進
ま
ず
、

金
融
機
関
は
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
対
し

て
徐
々
に
慎
重
に
な
り
、
そ
れ
が
収

益
力
を
さ
ら
に
押
し
下
げ
る
と
い
う

悪
循
環
│
│
日
本
銀
行
の
金
融
シ
ス

テ
ム
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
１
８
年
10
月

号
）
に
よ
れ
ば
、
地
域
銀
行
や
信
用

金
庫
の
基
礎
的
収
益
力
で
あ
る
コ
ア

収
益
力
の
低
下
を
補
う

リ
ス
ク
テ
イ
ク
で
痛
手
も
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専
門
・
実
務
的
意
見
を
反
映
し
た
政
策
調
整
の
実
現
を

早
稲
田
大
学
　

大
学
院
経
営
管
理
研
究
科

教
授
　
川
本 

裕
子

﹁
長
崎
の
事
例
﹂
の
教
訓
と

地
域
銀
行
の
合
併
統
合
の
あ
り
方

注
目
を
集
め
る

地
域
銀
行
の
合
併
統
合

　

人
口
減
少
や
金
利
低
下
な
ど
、
地

域
銀
行
の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
が
続

い
て
お
り
、
赤
字
解
消
が
ま
ま
な
ら

な
い
銀
行
も
少
な
く
な
い
。
地
方
の

金
融
イ
ン
フ
ラ
の
担
い
手
の
役
割
を

将
来
も
維
持
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
へ
の
危
機
感
は
強
い
。
さ
ら
に
、

急
速
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
投
資

も
必
要
だ
が
、
そ
の
た
め
の
余
力
を

ど
こ
か
ら
生
み
出
し
て
い
く
の
か
、

各
行
と
も
経
営
力
が
ま
す
ま
す
問
わ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
地
域

銀
行
の
効
率
化
を
最
大
限
実
現
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
合
併
統
合
が

近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

合
併
統
合
は
、
企
業
間
で
の
戦
略

の
す
り
合
わ
せ
や
、
実
現
に
あ
た
っ

て
の
関
係
者
と
の
調
整
な
ど
、
当
事

者
に
は
骨
の
折
れ
る
作
業
を
伴
う
。

し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
独
占
禁
止

法
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
長
崎
県
に
お
け
る
ふ
く
お

か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ

Ｆ
Ｇ
）
と
十
八
銀
行
の
経
営
統
合
計

画
に
対
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
が

２
０
１
６
年
に
統
合
に
否
定
的
な
方

針
を
表
明
し
、
金
融
界
に
衝
撃
を
与

え
た
（
そ
の
後
、
18
年
の
夏
に
条
件

付
き
で
最
終
的
に
統
合
を
承
認
）。

　

現
在
、
首
相
官
邸
の
未
来
投
資
会

議
で
は
、「
地
方
基
盤
企
業
」
に
関

す
る
競
争
政
策
と
の
調
整
ス
キ
ー
ム

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
と
十
八
銀
行
の
合
併
統
合
を
巡
り
、
競
争
の
範
囲
を
県
域
に
限
っ
て
市
場

シ
ェ
ア
を
軸
に
判
断
す
る
と
い
う
よ
う
な
公
取
委
の
考
え
方
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
き
、
他
の
業
態
と
比
較
し
て
無
風
状
態
だ
っ
た
地
域
銀
行
に
も
合

併
統
合
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。
地
域
銀
行
の
合
併
統
合
に
あ
た
り
、
金
融
の
専
門
性
や
実
務
的
観
点
を
補
完

す
る
た
め
、
金
融
庁
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
政
策
調
整
の
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

合
併
統
合
に
つ
い
て
の

考
え
方

　

合
併
統
合
は
当
事
者
が
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
る
か
ら
こ
そ
、
手
間
を
か
け

て
も
実
現
し
た
い
と
考
え
る
。
社
会

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
例
が
多
く

存
在
す
る
一
方
で
、
な
か
に
は
市
場

競
争
の
面
か
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

合
併
統
合
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
経
済
学
で
よ
く
い
わ
れ

る
合
併
統
合
の
効
果
に
つ
い
て
簡
単

に
図
式
（
モ
デ
ル
）
化
し
て
お
こ
う
。

図
表
で
は
、
供
給
曲
線
と
需
要
曲
線
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三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
が
一
部
指
定
金
を
辞
退

　

「
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
口
火
を
切
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
地
方
公
共
団
体
と
の
手
数
料
交
渉
が

進
め
や
す
く
な
っ
た
」。
こ
う
話
す
の
は
某
地
方

銀
行
の
幹
部
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
指
定
金
に
な

っ
て
い
る
地
公
体
に
対
し
、
税
公
金
の
収
納
業
務

等
の
手
数
料
の
値
上
げ
を
強
い
姿
勢
で
求
め
、
実

現
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
動
き
を
歓
迎
す
る
。

　

地
公
体
は
、
公
金
の
収
納
や
支
払
い
に
係
る
事

務
を
取
り
扱
っ
て
も
ら
う
金
融
機
関
を
指
定
し
て

い
る
。
こ
の
指
定
金
制
度
は
、
地
方
自
治
法
で
都

道
府
県
に
は
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
市
町
村
は

任
意
だ
が
ほ
と
ん
ど
が
指
定
し
て
い
る
。
多
く
の

地
公
体
は
一
つ
の
金
融
機
関
と
単
独
契
約
を
結
ん

で
い
る
が
、
１
年
交
代
、
２
年
交
代
な
ど
輪
番
制

を
敷
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関

は
県
庁
な
ど
に
職
員
を
派
遣
し
、
収
納
事
務
な
ど

を
行
う
「
派
出
」
と
呼
ば
れ
る
業
務
を
行
う
一
方
、

公
金
を
預
金
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

か
つ
て
は
、
派
出
業
務
や
税
公
金
の
窓
口
収
納

を
無
料
や
低
廉
な
手
数
料
で
引
き
受
け
て
も
、
公

金
預
金
を
得
ら
れ
る
恩
恵
や
、
地
方
債
（
縁
故

債
）
を
随
意
契
約
で
引
き
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
。
地
域
金
融
機
関
で
は
、
指
定
金
に
な

る
こ
と
で
当
該
地
域
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
得
る
意
味

合
い
も
強
か
っ
た
。
だ
が
、
長
引
く
低
金
利
の
中

で
、
公
金
預
金
を
引
き
受
け
る
妙
味
は
乏
し
く
、

縁
故
債
の
引
受
け
も
入
札
に
変
わ
っ
た
。
指
定
金

に
な
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
薄
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
金
融
機
関
は
地
公
体

に
経
費
負
担
の
見
直
し
を
求
め
て
き
た
。
だ
が
、

地
公
体
も
財
政
に
余
裕
が
な
い
た
め
、
こ
う
し
た

要
請
に
応
じ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
風
穴
を
開

け
た
の
が
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
だ
。
同
行
は
全
国

約
60
の
地
公
体
の
指
定
金
を
受
託
し
て
い
る
。
近

年
、
派
出
に
係
る
手
数
料
の
条
件
変
更
な
ど
を
要

請
し
て
お
り
、
多
く
の
地
公
体
で
受
け
入
れ
ら
れ

て
き
た
。
一
方
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
地

公
体
に
対
し
て
は
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
要
求
を
突

き
付
け
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
兵
庫
県
芦
屋
市
。
同
行
は
２
０
１

８
年
３
月
、
芦
屋
市
に
指
定
金
融
機
関
の
受
託
に

係
る
経
費
負
担
の
条
件
変
更
を
求
め
た
。
こ
れ
ま

で
芦
屋
市
が
同
行
に
支
払
っ
て
い
た
費
用
は
、
わ

ず
か
年
間
７
万
２
０
０
円
（
公
金
収
納
６
万
７
５

０
０
円
、
送
金
手
数
料
２
７
０
０
円
）。
こ
れ
に

対
し
、
同
行
が
求
め
た
金
額
は
派
出
費
用
１
５
０

０
万
円
（
１
人
当
り
４
０
０
万
円
×
２
人
分
、
現

金
輸
送
の
警
備
費
７
０
０
万
円
）
の
ほ
か
、
口
座

振
替
手
数
料
１
件
当
り
10
円
、
組
戻
し
や
訂
正
に

か
か
る
費
用
１
件
当
り
８
０
０
円
に
の
ぼ
っ
た
。

芦
屋
市
が
「
条
件
変
更
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と

回
答
す
る
と
、
同
行
は
19
年
７
月
か
ら
の
指
定
金

辞
退
を
決
定
。
ほ
か
に
も
、
手
数
料
の
条
件
変
更

が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
兵
庫
県
明
石
市
、
宝

塚
市
、
伊
丹
市
、
大
阪
府
池
田
市
、
埼
玉
県
所
沢

市
な
ど
、
10
市
程
度
の
地
公
体
の
指
定
金
を
辞
退

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

手
数
料
見
直
し
の
う
ね
り

　

今
回
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
辞
退
を
申
し
入
れ

た
の
は
、
い
ず
れ
も
輪
番
制
と
な
っ
て
い
る
地
公

体
。
芦
屋
市
で
は
、
同
行
と
三
井
住
友
銀
行
が
１

年
交
代
で
指
定
金
に
な
っ
て
い
る
。
19
年
７
月
か

ら
は
三
井
住
友
銀
行
が
単
独
の
指
定
金
と
な
る
が
、

派
出
手
数
料
の
値
上
げ
の
ほ
か
、
口
座
振
替
手
数

料
は
１
件
当
り
５
円
か
ら
10
円
に
値
上
げ
さ
れ
る
。

　

所
沢
市
の
指
定
金
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
と
埼

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
一
部
地
方
公
共
団
体
の
指
定
金
融
機
関
（
指
定
金
）
を
辞
退
す
る
動
き
な

ど
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
無
料
ま
た
は
低
廉
だ
っ
た
指
定
金
業
務
の
手
数
料
体
系
を
見
直
す
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
指
定
金
を
辞
退
す
る
の
は
、
関
西
を
中
心
と
す
る

約
10
の
地
公
体
。
手
数
料
の
値
上
げ
要
請
に
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
だ
。
こ
の
動
き
を

契
機
に
、
他
行
も
手
数
料
交
渉
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
長
年
の
慣
行
で
不
採
算
と
な
っ
て
い
た

指
定
金
業
務
の
手
数
料
体
系
。
つ
い
に
打
破
で
き
る
兆
し
が
見
え
始
め
た
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
が
メ
ス
、
崩
れ
始
め
た

指
定
金
融
機
関
の
手
数
料
慣
行
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